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中
国

の
反

応
は

予
想

ど
お
り

だ
っ
た

。
「

釣
魚

（
尖
閣

諸
）
島

お
よ

び
周

辺
海
域

は
も
と

も
と

中
国

の
領

土
だ

」
「

日
本
の

巡
視
船

は
、

い
わ

ゆ
る
権

益
保
護

活
動

を
行

っ
て
は

な
ら
な

い
。

中

国
の
漁
民
の
安
全
を
損
な
う
行
為
を
行
っ
て
も
な
ら
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

石
垣

島
の

あ
る

議
員

は
次
の

よ
う
に

語
っ

た
。
「
現
場

の
巡
視

船
の

乗
組

員
は
、

耐
え
に

耐
え

て

頑
張
っ
て
い
る
ん
で
す
。
乗
組
員
が
中
国
漁
船
に
乗
り
移
っ
て
調
べ
よ
う
と
す
る
と
、
彼
ら
は
、

日
本
側
が
武
器
を
使
わ
な
い
の
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
海
上
保
安
庁
の
乗
組
員
を
多
数
で
縛
り
上

げ
て
海
に
突
き
落
と
し
た
り
す
る
の
で
す
」
 

ま
た

、
「

巡
視

船
が

領
海

侵
犯

を
し

て
い

る
中

国
船

に
マ

イ
ク

で
、
『

こ
こ

は
日

本
の

領
海

で

す
』
、
と
中
国
語
で
呼
び
か
け
退
去
を
要
求
す
る
と
、
中
国
漁
船
か
ら
は
日
本
語
で
、『

馬
鹿
野
郎
、

こ
こ
は
中
国
の
海
だ
』
と
マ
イ
ク
で
返
答
し
て
く
る
ん
で
す
」
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い
ま
南
シ
ナ
海
で
は
、
同

海
域
の
資
源
と
権
益
を
独

占
し
よ
う
と
す
る
中
国
に

対
し
て
、
南
シ

ナ
海
の
西
沙
・
南
沙
諸
島

を
守
ろ
う
と
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
諸
国
が
必
死
の
闘
い
を

し
て
い
る
。
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
、
ベ
ト
ナ

ム
を
含
め
て
南
シ
ナ
海
の

航
行
の
自
由
を
守
る
た
め

に
、
国
益
を
か
け

て
米
国
と
の
関
係
強
化
に
乗
り
出
し
た
。
 

 
ゲ
ー
ツ
国
防
長
官
は
去

る
六
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
の
国
際
戦
略
研
究
所
（

Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
主
催

の
ア
ジ
ア
安
全
保
障
会
議
で
、「

い
か
な
る
脅
威
に
も
対
処
可
能
な
最
大
限
の
軍
事
力
の
配
備
が
米

国
の
ア
ジ
ア
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
」
と
述
べ
た
。
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九
月
七
日
午
前
、
中
国
の

漁
船
が
尖
閣
諸
島
近
海
の
わ
が
国
領
海
を
侵
犯
し
た
。
中
国
漁
船
は
、

海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
の

警
告
を
振
り
切
り
、
船
体

を
衝
突
さ
せ
逃
走
を
図
る

な
ど
、
そ
の
行
動

は
極
め
て
悪
質
で
、
海
保
は
こ
れ
を
拘
束
し
た
。
 

 
し
か
し
、
日
本
政
府
が
同
船
船
長
を
公
務
執
行
妨
害
容
疑
で
逮
捕
す
る
方
針
を
固
め
る
ま
で
に
、

半
日
ほ
ど
か
か
っ
た
。
菅

直
人
首
相
や
仙
谷
由
人
官
房
長
官
ら
の
怠
慢
と
無
策
が
原
因
だ
。
本
来
、

「
領

海
侵

犯
」
( 領

海
等

に
お

け
る
外

国
船
舶

の
航

行
に

関
す

る
法
律
) で

対
応

す
べ

き
で

あ
っ

た

が
、「

公
務
執
行
妨
害
」
で
対
処
さ
れ
た
の
は
、
仙
谷
官
房
長
官
が
、
中
国
と
波
風
を
立
て
た
く
な

い
態
度
を
示
し
た
か
ら
だ
と
い
う
。
 

 
政
府
は
、「
東
シ
ナ
海
を
友
愛
の
海
に
し
た
い
」
と
の
鳩
山
前
首
相
の
妄
想
に
、
未
だ
取
り
つ
か

れ
、
中
国
の
領
海
侵
犯
と
い
う
現
実
に
目
を
そ
む
け
て
い
る
。
 

中
国
や
台
湾
(
中
華
民
国
)
は
、
日
本
が
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
年
）
正
式
に
領
土
に
組
み
入

れ
て
以
来
、
尖
閣
諸
島
領
有
権
を
主
張
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
六
七
年
～

七
〇
年
に
行
な
わ
れ
た
国
連
の
海
洋
調
査
で
、
同
諸
島
に
は
推
定
一
〇
九
五
億
バ
ー
レ
ル
と
い
う
、

イ
ラ
ク
に
匹
敵
す
る
大
量
の
石
油
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
と
、
一
九

七
一
年
六
月
に
台
湾
、
ま
た
、
同
年
十
二
月
に
は
中
国
が
相
次
い
で
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
を
俄
か
に

主
張
し
始
め
た
。
換
言
す
れ
ば
、
資
源
が
見
つ
か
っ
た
か
ら
領
有
権
を
主
張
し
始
め
た
わ
け
で
あ
り
、

盗
人
た
け
だ
け
し
い
態
度
と
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

 

※
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今
回
の
尖
閣
諸
島
周
辺
で
の
中
国
船
衝
突
事
件
に
関
す
る
、
米
政
府
の
認
識
・
立
場
は
、
ク
ロ
ー

リ
ー
国
務
次
官
補
（
広
報
担
当
）
に
よ
っ
て
端
的
に
表
明
さ
れ
て
い
る
（
八
月
一
六
日
）
。
 

（
１
）
尖
閣
諸
島
は
日
本
の
施
政
下
に
あ
る
。
 
（
２
）
日
米
安
保
条
約
五
条
は
、
日
本
の
施
政
下

に
あ

る
領

域
に
適
用

さ
れ
る

。
加
え

て
「
（
日

米
安
保

）
条
約

が
尖

閣
諸

島
に
適
用

さ
れ

る
か

と
問

わ
れ
れ
ば
、
そ
う
だ
」
と
明
言
し
た
。
 

 
今
回
の
事
件
は
、
中
国
が
企
て
た
も
の
だ
が
、
米
国
や
日
本
が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
を
見

て
い
る
。
米
国
は
明
確
な
見
解
を
示
し
た
が
、
わ
が
国
は
、
適
切
な
対
応
を
と
っ
た
と
は
と
て
も
言

え
な
い
。
 

 
事
件
後
、
中
国
当
局
は
尖
閣
諸
島
周
辺
で
操
業
す
る
中
国
漁
船
を
守
る
た
め
、
準
軍
事
部
隊
で
あ

る
漁
業
監
視
船
の
派
遣
を
決
定
し
た
が
、
中
国
は
更
に
強
行
に
行
動
し
て
く
る
に
違
い
な
い
。
 

 
未
だ
に
多
く
の
中
国
漁
船
に
領
海
侵
犯
さ
れ
、
さ
ら
に
は
衝
突
事
件
以
降
、
中
国
各
地
で
日
本
の

公
館
や
在
留
邦
人
へ
の
悪
質
な
い
や
が
ら
せ
が
多
発
し
て
い
る
。
日
本
総
領
事
館
に
ビ
ー
ル
瓶
が
投

げ
つ
け
ら
れ
、
天
津
市
の
日
本
人
学
校
に
は
金
属
球
が
撃
ち
込
ま
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
与

党
は
閣
議
で
取
り
上
げ
ず
、
権
力
闘
争
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
。
 

 
か
つ
て
、
竹
島
に
韓
国
兵
が
上
陸
し
て
い
る
の
を
認
識
し
な
が
ら
閣
議
で
取
り
上
げ
る
こ
と
も
し

な
か
っ
た
結
果
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
竹
島
は
韓
国
の
実
効
支
配
の
下
に
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 
こ
の
教
訓
に
何
も
学
ば
ず
、
現
在
の
菅
内
閣
と
民
主
党
は
、
尖
閣
諸
島
を
中
国
に
差
し
出
そ
う
と

し
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
本
会
は
、
菅
政
権
に
対
し
て
中
国
に
断
固
と
し
た
対
応
を
と
る

こ
と
を
強
く
求
め
る
。
 

 

ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
も
七
月
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
席

し
、
ス
ピ
ー
チ
の
約
三
分
の
一
を
割
い
て
南
シ
ナ
海
の
航
行
の
自
由
の
重
要
性
と
ア
ジ
ア
へ
の
米
国

の
関
心
の
強
さ
を
語
っ
た
。
い
ず
れ
も
中
国
を
牽
制
( け

ん
せ
い
）
す
る
発
言
で
あ
る
。
 

楊
中

国
外

相
は

、
南

シ
ナ
海
問
題

を
「

政
治
問
題

化
し

て
は

な
ら

な
い

」
と

し
て

、
「

米
国

の
介

入
」
に
反
発
し
た
が
、
南
シ
ナ
海
問
題
を
外
交
交
渉
で
解
決
し
、
武
力
を
用
い
な
い
と
い
う
二
〇
〇

二
年
の
合
意
を
破
っ
た
の
は
中
国
だ
。
 

中
国
は
、
昨
年
以
来
、
南
シ
ナ
海
で
、
憚
る
こ
と
な
く
軍
事
力
を
誇
示
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
や
ベ
ト
ナ
ム
が
領
海
侵
犯
を
繰
り
返
す
中
国
漁
船
を
拿
捕
（
だ
ほ
）
す
る
と
、
中
国
は
軍
艦
を
改

造
し
た
大
型
船
を
送
り
込
み
、
漁
民
の
解
放
を
要
求
。
 

 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
海
軍
艦
船
を
派
遣
し
た
が
、
中
国
の
圧
倒
的
な
軍
事
力
の
前
に
屈
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
中
国
は
ベ
ト
ナ
ム
漁
船
の
拿
捕
に
と
ど
ま
ら
ず
、
漁
民
へ
の
銃
撃
ま
で
行
っ
た
。
さ
ら

に
は
、
中
国
は
軍
艦
を
派
遣
し
て
、
中
国
漁
船
の
漁
を
守
り
始
め
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
対
し
て
、

力
ず
く
で
中
国
の
領
有
権
を
認
め
さ
せ
る
真
の
狙
い
は
、
こ
の
海
域
の
豊
富
な
海
底
資
源
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
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